
いま彼らが暮らしているのは、小さな窓からわずかな光しか入らない蔵。ドライフードの上に缶詰が

置かれ、餌は腐敗し、強い臭いが絶えず漂っています。それでも、この子たちは必死に生き続けてい

ます。何度も改善をお願いしましたが受け入れていただけず、脱走をきっかけに「もう限界」と強く

感じ、みんなを引き取る決意をしました。

しかし保護することで猫の数は倍近くに増え、医療費・生活費・保護費用は想像以上にかかります。

私ひとりの力ではどうしても限界があります。命を守るために、どうかお力を貸してください。

このままでは見殺しになるこのままでは見殺しになる

──だから、全頭引き取ります。──だから、全頭引き取ります。

クラウドファンディング挑戦中

312025年8月 日まで

NyankoCafe
保護猫カフェ

200万円Next
Goal


